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 私たちは、今年度の４月より本格的に課

題研究に取り組みました。ASコースの12

グループの課題研究に関して、取り組み

の成果と課題を紹介します。 

①「流水が生み出す半月模様」 

（成果）半月模様を再現する実験から、光の反射と道

路の状態が模様の形成に影響を及ぼしていることが分

かりました。 

（課題）わだちを模した装置を用いて半月模様の再現

を試み、その観察結果から模様が現れる条件を特定

することです。 

②「液体の温度変化に対応するコップ」 

（成果）オリジナルな実験方法の提案や技術で習得し

た内容をもとにして実験器具を作成し、信頼性の高い

データを収集することができました。 

（課題）研究内容を実用的・応用的にするため、正確

な実験を行い、有意義な考察を行うことで、具体的な

結論を導くことです。 

③「ボトルフリップがペットボトルの着地に与える

影響」 

（成果）ボトルフリップにおいて、ペットボトル内部の水の

上下の分離がペットボトルの着地を成功させていると

分かりました。 

（課題）ペットボトル内部で分離が起こっていない状況

でも着地の成功率が高くなることがあり、その原因の考

察が十分ではありません。 



⑨「江田島市北西部に分布する広島花崗岩の細分化」 

（成果）江田島市に分布する広島花崗岩の形成過程を考察するために、採取した花崗岩

を薄片にして偏光顕微鏡を用いて観察しました。 

（課題）サンプル数が少なく、考察に必要なデータが揃っていないため、これから増やしてい

きます。 

⑩「４次元折り紙」 

（成果）既にある折り紙公理を４次元へと拡張し、ｎ次元折り紙の解の最大個数は少なくとも

2n-1-1 個あることを証明しました。 

（課題）


